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平成17年）209頁，福田平『全訂刑法各論』（３版，平成８年）234頁，前田雅英『刑法各論講
義』（５版，平成23年）276頁，佐久間修『刑法各論』（初版，平成18年）178頁，日髙『刑法各
論講義ノート』（３版，平成17年）91頁など。
（３）可罰的違法性阻却事由説を採る最近の論稿としては，斉藤豊治「親族相盗例に関する考察」
『西原春夫先生古稀祝賀論文集第三巻』（平成10年）197頁がある。また，可罰的責任阻却事由
説を主張するものとしては，松原芳博「親族関係と財産犯」『刑法基本講座第五巻』（平成５年）
323頁がある。
（４）違法減少説を採るものとしては，平野龍一『刑法概説』（昭和52年）207頁，堀内捷三「親
族相盗」『刑法の争点』（増補，昭和59年）222頁，中森喜彦『刑法各論』（３版，平成23年）
104頁などがある。
（５）責任減少説を採るもとしては，曽根威彦『刑法各論』（５版，平成24年）126頁，林幹人
『刑法各論』（２版，平成19年）203頁，西田典之『刑法各論』（６版，平成24年）164頁などが
ある。
（６）日髙「親族相盗例の問題点」専修法学論集75号（平成11年）12頁。
（７）最判昭和38年11月８日刑集17巻11号2357頁。
（８）最判昭和25年12月12日刑集４巻12号2543頁。
（９）日髙「財産罪の保護法益」法学教室215号16頁，日髙・刑法各論講義ノート84頁。
（10）最決平成６年７月19日刑集48巻５号190頁。
（11）秋田地判平成18年10月25日判例タイムズ1236号342頁。
（12）仙台高裁秋田支判平成19年２月８日判例タイムズ1236号104頁。
（13）日髙・前掲「親族相盗例の問題点」17頁以下。
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